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日本学術会議における補欠会員の選考フロー（概要）
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日本学術会議会則及び幹事
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①各部が候補者を選定（5名以内の複数名） ※順位付
(注）部長が、部員の意見を確認した上で決定

②選考委員会が順位付の候補者名簿を作成
(注）多数決による合議制（構成員は16名）

③幹事会が候補者1人を決定

(注）多数決による合議制（構成員は16名）

|④総会が候補者を承認
I

I
(注）多数決による合議制（210名の会員全て）

⑤日本学術会議が、内閣総理大臣に推薦

⑥内閣総理大臣が推薦に基づき任命


